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下イラストはFi-400Yです。
その他製品；各部の名称の詳細は、「分解図・部品表」を参照してください。

7　各部の名称とはたらき
Fi-400Y

圧着レバー

樹脂ナット（黒）

ロット棒調整ナット

ペダル

支柱パイプ

スタンド台

電極

特殊テーブルを取り付けるときに支柱パイプ
に固定します。

ペダルを踏むとマイクロスイッチ
が ON 状態になりシール工程に
入ります。

ペダルの高さを調整します。
また、レバーの開き具合の加減ができます。

加熱時間調整ツマミ
袋（フィルム）の材質、厚さによって加熱する
時間を調整します。（0.1 〜 1.6/2.0/2.5 秒）
目盛を大きくすると加熱時間が長くなります。

電源ランプ

加熱冷却ランプ

電源スイッチをON 状態に
すると点灯します。

赤色点灯：加熱中
青色点灯：冷却中
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機械背面

電源コード

インレットモジュール

電源コード接続用インレット

電源スイッチ

電源コードのソケットを接続
します。

―…電源 ON
○…電源 OFF

ヒーター電流を監視し、加熱
異常や過電流を検知すると電
源スイッチをOFF にして、回
路を遮断します。また、FUSE
を内蔵しており、急激な過電
流に対しても安全です。

※ 100V 仕様機の電源コードの電源プラグに
は、アース線がありますが、製品本体とは
接続されていません。

ソケット 電源プラグ

200V 仕様機
電源プラグ

MEMO 	本製品は、法律に基づき、内部

配線の絶縁に十分配慮した製品
となっているため、アース接続は
不要です。ただし、湿気の多い
場所や水がかかる恐れのある場
所では、故障により漏電し、感
電の恐れがあるため、絶対に使
用しないでください。
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1  標準テーブル

2  特殊テーブル

この製品を使用する時は以下の『正しい使い方』をよくお読みいただき、お使いください。
以下の方法以外の操作方法で使用されますと故障の原因となり、たいへん危険です。

水平な面を持つ適切な床の上に設置してください。

スタンド台に取り付けられているボルト付ゴム足の蝶ナット
を緩めるとボルト付ゴム足の高さが調整できますので、
多少の床面の高さの違いには対応できます。

テーブルを使用されない場合はこの作業をする必要はあ
りません。

1　標準テーブル（オプション品）
シール受け板に、取付用ボルトで固定してください。作
業しやすい高さに微調整できます。

2　特殊テーブル（オプション品）
支柱パイプにボルトで締め付けて固定します。

8　正しい使い方

8-1　本体の設置

8-2　テーブル（オプション品）の取り付け

標準テーブル

特殊テーブル

テーブル取付ボルト

取付用ボルト クッションゴム

支柱パイプ

スタンド台

ボルト付ゴム足

シール受け板

警告 	 水平な面を持たない床に不安定な状態で設置す
るとシーラーが転倒する危険性があります。
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ON

OFF

機械背面にある電源スイッチを押してON状態にすると
タイマーの電源ランプが点灯します。

1	 電源コードのソケットを機械背面の電源コード接
続用インレットに接続してください。

2	 電 源コードの電源プラグを「1　 仕 様 」
（ → P.5）で掲載しているお買い上げ製品
の電圧・電力がとれるコンセントに確実に根元ま
で差し込んでください。

タイマーで加熱時間を設定します。
タイマーカバーの手前を上に持ち上げると加熱時間調整
ツマミを触れれるようになります。
袋（フィルム）の材質、厚さなどにより設定値が変わりま
すので、異なる袋（フィルム）を使用される時は、その都
度設定してください。

●加熱時間の設定
タイマー中央の加熱時間調整ツマミを回して設定します。
（目盛り1～ 10の範囲）
使用される袋（フィルム）の材質により加熱時間は異なり
ます。
シールができる最短の時間で設定してください。作業速
度が上がり、部品の無駄な消耗を抑えます。

8-3　電源コードの接続

8-4　電源スイッチON

8-5　タイマーでシール条件を設定

100V 仕様機 200V 仕様機

コンセント設置の電気工事
が必要です。

電源ランプ

加熱冷却ランプ

加熱時間調整ツマミ

警告 	 電源コードは必ず附属のものを使用してください。
規定の容量に合わない場合、火災などの危険
があります。

注注 	 電源スイッチは OFF の状態で、電源コードの
ソケット、電源プラグを接続してください。

	 電源スイッチが ON の状態で電源コードを接続
すると、電源スイッチ内部の安全回路がまだ動
作していないため、一旦 OFF になりますが、
異常ではありません。

警告 	 加熱目盛を大きくして、冷却時間を取らないで連
続使用すると、火災などが発生する危険性があ
ります。

MEMO 	 異なる種類のヒーターへ交換した場合（組紐
ヒーターからリボンヒーター、リボンヒーターから
組紐ヒーターへ交換）同じ袋（フィルム）を使用
されていても、加熱時間の調整が必要となる
場合がありますので、シールテストを行い、必
要に応じて加熱時間の調整を行ってください。



Fi-400Y/Fi-600Yシリーズ取扱説明書Ver.11.06

16

袋（フィルム）を両手で持ち、シワがなくなるように両手で
ピンと張りながらシール部に手で持っていきます。

1	 カチッ音とマイクロスイッチの音がするまでペダル
を踏み込んでください。加熱冷却ランプが赤色
に点灯し、加熱が開始します。

2	 加熱が終了すると加熱冷却ランプが青色に点灯
し、冷却が開始します。

3	 加熱冷却ランプの青色が消灯し、ピッとブザー
が鳴ると冷却終了です。ペダルを踏むのをやめ、
シール部から袋（フィルム）を取り出してください。

何度かシールテストを行い、設定をより良い状態に仕上
げてから量産作業を行ってください。

8-6　袋（フィルム）をシール部にセットする

8-7　ペダルを踏む
加熱冷却ランプ

赤色点灯：加熱中

踏み込む

加熱冷却ランプ
青色点灯：冷却中

注意 	 必要以上にペダルを踏み込むとマイクロ
スイッチ等の部品を損傷させる危険があり
ますので、無理な力を加えてペダルを踏
み込まないように注意してください。

MEMO 	 青色の点灯時間（冷却時間）は、設定
した加熱時間の 3 倍になります。

注注 	 袋（フィルム）の材質、厚さによって最
適な冷却時間は異なりますので、ピッと
ブザーが鳴っても、ペダルを踏み続ける
などして冷却時間を調整してください。
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加熱・冷却終了後、ペダルを踏むのをやめ、圧着レバー
を上げればシール完了です。
うまくシールができていない場合は再度、加熱時間設定
をやり直したり、ペダルの踏み込む力の強弱を変えて、
調整してください。

YCタイプの場合は、圧着保持されている間にスライドノ
ブをスライドさせて袋（フィルム）をカットしてください。スラ
イドノブは右からでも左からでもスライドさせることができま
す。

パットスポンジとパットプレートで確実に挟み込まれる所ま
で袋（フィルム）をセットしてください。

YCタイプ以外は 8-8 へ進んでください。

8-8　シールのできあがり

YCタイプの場合

スライドノブ

圧着レバー

カッター刃

袋

スライドノブ

パットスポンジ

パットプレート

MEMO 	 組紐ヒーターを使用してシールを行った場合、
シールの仕上がりには以下の様な特徴がありま
す。

	 1.	�シール模様は組紐状の網目模様に仕上がり
ます。

	 2.	�シールの仕上がりは製品ごと、ヒーター交換
を行うごとに異なる場合があります。

注意 	 カッターの刃に充分注意して作業を行ってくださ
い。カッター刃はカットバーユニットと圧着レバー
の間にあり、見えにくい場所にありますのでカッ
ターのある位置を確認して、触れないように注意
しながら作業を行ってください。
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OFF

作業が終了したら、必ず電源スイッチを押してOFF状
態にしてください。

長時間使用されない時は電源プラグをコンセントから抜
いてください。

作業が終了したら、清掃を行い、フローガラスシートやヒー
ター等の部品が傷んでいないか点検を行ってください。
傷んでいるようであれば、交換を行ってください。

8-9　電源スイッチをOFFにする

8-10　作業終了後の点検

100V 仕様機 200V 仕様機
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